
学校番号 １１７ 

平成 31 年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 数研出版 改訂版 数学Ⅰ 

副教材等 数研出版 改訂版 サクシード数学Ⅰ＋Ａ 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、各課題に対して、自らが考える活動と周囲と協働して取り組む活動を行います。 

・「問題→解を予想する→解決法を探る→解決する→より良い方法がないか考察する」という過程

の各場面で、お互いの考えを議論したり発表したりすることも取り入れます。 

・「授業用ノート」の他に「問題集用ノート」を別に用意して下さい。 

・問題集にある問題を自分で解いていきましょう。このときに解説は見ないようにすること。高校

では、答えを導くことも大切ですが、どのように考えたかがとても重要です。途中式や求め方も

しっかりと書くようにしましょう。答え合わせの際は、どこで間違ったのかを把握して次に同じ

間違いをしないように注意しましょう。 

・「問題集用ノート」は定期的に提出してもらいます。時間をかけてていねいに取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

数と式・集合と命題・2次関数・図形と計量・データの分析に関する基礎的な知識や技能の修得

を目指します。また、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにします。

さらに、それらを活用する態度の習得を目指します。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 

b:数学的な見方や考え

方 
c:数学的な技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

数と式・集合と命

題・2次関数・図形と

計量・データの分析に

関心を持つとともに、

数学のよさを認識し、

事象を考察する際に

積極的に活用するこ

とを通して、数学的な

論拠に基づいて判断

しようとする。 

数学的な事象を考

察して表現したり、思

考の過程を振り返り

ながら多面的・発展的

に考えたりすること

などを通して、数と

式・集合と命題・2 次

関数・図形と計量・デ

ータの分析における

数学的な見方や考え

方を身に付けている。 

数と式・集合と命

題・2次関数・図形と

計量・データの分析

に関するさまざまな

事象に対して、数学

的な表現法や処理

法、および推論の仕

方などの技能を身に

付けている。  

数と式・集合と命

題・2 次関数・図形

と計量・データの分

析における基本的な

概念や原理・法則な

どを体系的に理解

し、知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

・授業内での観察 

・課題（レポート） 

・演習における発表 

・確認テスト 

等 

・演習における論述の

観察 

・課題（レポート） 

・グループワーク 

・定期テスト 

等 

・演習時において、

問題を解くために表

した式やグラフ・図

表などの観察 

・課題（レポート） 

等 

・確認テスト 

・定期テスト 

・課題（レポート） 

等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

数
と
式 

式の計算  ○ ○ ○ 

a:整式（多項式）の演算や因数
分解などに関心をもつとと
もに、それらの有用性を認識
し、事象の考察に活用しよう
としている。 

b:整式の展開や演算について
考察したり、その過程を振り
返ったりして、事象の考察に
活用することができる。 

c:整式の展開や因数分解およ
び演算をすることができる。 

d:整式の展開や因数分解、およ
びその性質について理解し、
知識を身につけている。 

確認テスト 

定期テスト 

課題（レポー

ト） 

グループワ

ーク 

授業内での

観察 

等 

実数   ○ ○ 

a:数の体系や実数の性質、およ
び根号を含む計算に関心を
もつとともに、それらの有用
性を認識し、事象の考察に活
用しようとしている。 

b:実数の性質や計算について
考察したり、その過程を振り
返ったりして、事象の考察に
活用することができる。 

c:実数の計算や根号を含む計
算をすることができる。 

d:実数を取り巻く数の体系や
性質を理解し、知識を身につ
けている。 

１次不等式 

 
○  ○ ○ 

a:（1 次）不等式や数の大小関
係に関心をもつとともに、そ
れらの有用性を認識し、事象
の考察に活用しようとして
いる。 

b:不等号を用いる計算につい
て考察したり、立式に至る過
程を振り返ったりして、事象
の考察に活用することがで
きる。 

c:（1 次）不等式の解を求める
ことができる。 

d:不等式の性質について理解
し、知識を身につけている。 

集合と命題 

 
○ ○  ○ 

a:集合や命題に関心をもつと
ともに、その有用性を認識
し、事象の考察に活用しよう
としている。 

b:いろいろな集合や命題を考
察したり、その過程を振り返
ったりして、事象の考察に活
用することができる。 

c:いろいろな集合や命題を正
しく表したり、命題を証明し
たりすることができる。 

d:集合や命題に関する基本的
な概念を理解し、その知識を
身につけている。 



２
学
期 

２
次
関
数 

2 次関数と 

グラフ 
○  ○ ○ 

a:2 次関数やそのグラフ、2 次
関数の最大（小）値に関心を
もつとともに、それらの有用
性を認識し、事象の考察に活
用しようとしている。 

b:2 次関数およびそのグラフを
用いて事象を考察したり、そ
の過程を振り返ったりする
ことを通じて、関数に対する
見方や考え方を身につけて
いる。 

c:数学的な事象を2次関数のグ
ラフで表現したり、処理した
りすることができる。 

d:（2 次）関数に関する基本的
な概念を理解し、その知識を
身につけている。 

 

2 次方程式と 2次不等式  ○  ○ 

a:2 次方程式・2 次不等式、お
よび、解の判別式に関心をも
つとともに、それらの有用性
を認識し、事象の考察に活用
しようとしている。 

b:2 次関数のグラフが𝑥軸とど
のように共有するかという
ことと、2 次方程式や 2 次不
等式の解との関連について
考察したり、その過程を振り
返ったりすることを通じて、
関数に対する見方や考え方
を身につけている。 

c:因数分解や解の公式を用い
て 2 次方程式を解いたり、2
次関数のグラフを用いて2次
不等式の解を求めたりする
ことができる。 

d:解の判別式や実数解の個数、
および、連立 2次不等式に関
する基本的な概念を理解し、
その知識を身につけている。 

 

図
形
と
計
量 

三角比 ○ ○  ○ 

a:直角三角形と三角比の関係
や鈍角の三角比に関心をも
つとともに、それらの有用性
を認識し、事象の考察に活用
しようとしている。 

b:図形を用いて三角比を考察
したり表したりすることを
通じて、角の大きさや図形的
な性質を用いて計量を行う
ための数学的な見方や考え
方が身についている。 

c:正弦(𝑠𝑖𝑛)・余弦(𝑐𝑜𝑠)・正接
(𝑡𝑎𝑛)の値から角の大きさを
求めることができる。 

d:直角三角形における角と辺
の比が三角比であること、お
よび、鈍角へ拡張した三角比
に対する基本的な概念を理
解し、その知識を身につけて
いる。 

 



３
学
期 

三角形への応用   ○ ○ 

a:正弦定理・余弦定理・三角形
の面積に関する公式に関心
をもち、三角形や四角形の考
察に活用しようとしている。 

b:三角形の外接円の半径や辺、
および角について、正弦定理
や余弦定理を用いて考察し
たり、その過程を振り返った
りすることができる。 

c:正弦定理や余弦定理を用い
て、与えられた条件から三角
形の辺や角などを求めるこ
とができる。 

d:正弦定理や余弦定理、三角形
の面積公式に関する基本的
な概念を理解し、その知識を
身につけている。 

 

データの分析 ○  ○ ○ 

a:データの代表値や散らばり
（分散）、相関に関心をもち、
それらの事象の考察に活用
しようとしている。 

b:箱ひげ図とヒストグラムの
関係や、複数あるデータの分
布の様子について考察した
りその過程を振り返ったり
することなどを通じて、デー
タを分析するための数学的
な見方や考え方を身につい
ている。 

c:ヒストグラムや相対度数を
用いてデータを整理する技
能や、四分位数を求めて、そ
の値から箱ひげ図を書く技
能を身につけている。 

d:データの整理や代表値（特
に、平均値・中央値・最頻値）
に関する基本的な概念を理
解し、その知識を身につけて
いる。 

 

 

 

 

※ 表中の観点について ａ : 関心・意欲・態度   ｂ : 数学的な見方や考え方 

             ｃ : 数学的な技能     ｄ : 知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（教材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

 

 

 

 


